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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､HumanVaspinRIA測定系を確立し､日本人健診者(n=95)および慢性維持透
析患者(n=138)の血中濃度を測定し臨床データとの関連性を検討したものである｡その結
果､いずれの群でのVaspin血中濃度は0.042-1.57ng/mlであったが､約7%において血
＼
long/mlの著しく高値を示した｡3ng/ml以下で検討すると､透析患者は健診者と比較し
て有意に低値を示し､BMI､随時血糖､総コレステロー ル等との相関を認め､透析患者の
栄養状態を反映する可能性を示した価値ある業績と判断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
